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1. 評定申込概要 

 

1.1. 評定申込者 

官署名 ： 国土交通省大臣官房官庁営繕部  

代表者 ： 営繕部長 下野浩史 

所在地 ： 東京都千代田区霞が関 2-1-2 

 

1.2. 件名 

「耐力壁と屋根の一部に CLT を用いた工法」等を用いる A 庁舎 

 

1.3. 評定申込事項 

本件は、合理的に可能な限り多くの木材利用を図り、かつ、中低層建築物に活用しやすい木造

化・木質化の整備手法を検討することを目的に、5 階建て鉄筋コンクリート造の庁舎モデルプラ

ンを対象に、耐力壁及びスラブの一部に直交集成板（以下、CLT）を用いた混合構造建築物に係

る構造計算を実施するものであり、当該モデルプランの保有水平耐力計算による構造設計方法に

関する評定である。なお、建設地は決まっておらず、架空の敷地を想定した構造計算となり、プ

ラン限定の一般評定となる。 

 

1.4. 関連法令 

本評定で準拠する諸基規準及び指針は以下のものとする。 

 

■建築基準法・同施行令、および関連告示 

■2020 年版建築物の構造関係技術基準解説書 （国土交通省国土技術政策総合研究所監修） 

■鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説 2018 年版（日本建築学会） 

■鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説 2021 年版（日本建築学会） 

■2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書（日本住宅・木材技術センター） 

■2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル（日本住宅・木材技術センター） 

■木質構造設計規準・同解説－許容応力度・許容耐力設計法－ 2006 年版（日本建築学会） 

 

1.5. 構造概要 

構造計算は保有水平耐力計算（ルート 3）であり、最低限必要な性能（Ds＝0.3 相当の保有水平

耐力）は RC ラーメンのみで確保した架構を対象とし、耐力壁として CLT 袖壁の付加による耐震

性の向上に期待している。また、R 階の RC スラブの一部を CLT スラブに置き換え、若干の建物

重量の軽減を図っているが、CLT には水平構面としての性能は期待せず、長期荷重のみを受ける

スラブとして設計する。 
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表 1.5.1 モデルプラン概要 

建築物の名称 「耐力壁と屋根の一部に CLT を用いた工法」等を用いる A 庁舎 

建設場所 東京都区部を想定 

用途 事務所 

敷地面積 2,500.0m2 

建築面積 839.11m2 

延べ床面積 3,431.10m2 

基準階面積 826.16m2 

階数 地上 5 階 地下無し 塔屋無し 

高さ関係 建築物の高さ 20.25m 

基準階階高 3.90m 

構造種別 上部構造： 鉄筋コンクリート造＋CLT 耐力壁と屋根（一部） 

基礎構造：鉄筋コンクリート直接基礎構造（独立基礎） 

耐火構造の区分 耐火構造（防火地域想定） 

 

 

 

図 1.5.1 構造躯体パース 
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